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編　集　後　記

　師走をむかえた南港学舎は海からの風が冷く肌をうつ。研究室から眺める南港埠頭もコンテナを

満載した外国の出船、入船で活気づいている。商都大阪の国際性を垣間見る思いである。わが大学

論集も年内校了、新春刊行をめざして忙しい日程が続く。今回は先生方より13篇に及ぶ原稿が寄せ

られ、充実した研究論集となったことをまず以て感謝したい。

　昭和59年度より、既存の音楽学部に加え、新たに人文学部が発足した。これに伴い研究論集も両

学部を一本化し「相愛大学研究論集第一巻」として刊行することとなった。昭和29年9月発刊以

来、前号に至るまで31巻を重ねた相愛の研究論集はここに音楽、思想、宗教、文学、歴史等多岐に

わたる内容を包摂する論集として、新たな一歩を刻したのである。

　また今号から執筆者のローマ字表記の方法をかえた。従来は西洋式に名を先に出し、姓をあとに

していたが、それを我々本来の順序（姓・名）とした。この場合、外国人に姓を明瞭ならしめるた

めに姓を大文字で、名は頭の文字のみ大文字、他は小文字で表記することとした。これも、学術誌

としての趨勢であると考えたからである。

　学問の世界は、あらゆる方面において極めて急速に、またラディカルに種々の新しい知識や技術

が形成され、その内容も膨大かつ、多岐にわたるようになってきた。専門領域の細分化も進んで、

いわば国際化の時代を迎え、グローバルな視野からの学問のすすめが要求される現況にある。しか

し、一方大学教育の現場では青年たちの言語表現の貧困と知的、形而上学的自己認識の欠如など、

さまざまな問題が惹起せられて、いわば「大学のスクール化」が問題となっている。この研究の国

際性と教育現場の貧困化との狭間にあって、両者の橋渡し的役割を課すものとして大学の研究論集

のもつ意義は重大であると思う。今後の本学研究論集の充実と発展を期待したい。（前田）
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